
第１回　北常三島町交差点交通安全方策検討委員会

議事要旨

日時： ２００５年７月２２日（金）　午後３時～午後５時

場所： 徳島県教育会館　４階研修室Ａ

出席者： 本田、宇城（宮城委員代理）、杉本、三木（富永委員代理）、

木下、高瀬、天羽、中山、黒河、中野、池添、小建、民喜、

大石、日下、楠川、仁田

議事要旨：

１．はじめに

・ 国土交通省徳島河川国道事務所本田課長より、本委員会の設立趣旨およ

び今後のスケジュール（１１月を目途にとりまとめ）等について説明が

行われた。

・ 土木学会四国支部滑川氏より、これまでの経緯、資料確認、本日の流れ

について説明が行われた。

２．委員自己紹介

・ 各委員より、自己紹介が行われた。

３．検討委員会について

国土交通省徳島河川国道事務所本田課長より、検討委員会の目的について以

下の通り説明が行われた。

・ まずは委員会として共通認識を持つ。

・ 平成１８年度（来年４月～再来年３月）に実施できる交通事故を減らす

方策、利便性を高める方策について提言を頂戴したい。

・ 提言を最大限尊重して事業を実施したい。

・ 運営は（社）土木学会四国支部に委託している。

・ 委員は２１名で開始、委員会の要望に応じて委員を追加委嘱できる。



４．委員会運営について

１）運営者候補の紹介

・ 土木学会四国支部滑川氏より、今後の運営をＮＰＯ法人 コモンズ（以下

「コモンズ」と略す）が中心となり行うこと、土木学会は協力すること

を提案。

・ コモンズを推薦する理由として、徳島県内のＮＰＯ法人で唯一、「第三

者」、「社会的合意形成」が設立趣意に含まれていることが挙げられた。

２）委員会運営について

・ 資料４、資料５、コモンズの紹介資料が配布された。

・ コモンズ佐藤氏より、コモンズの概要について説明が行われた。

・ コモンズ喜多氏より、委員会の進め方、体制等、資料４の内容について

説明が行われた。

・ 資料４について以下のような質疑応答が行われた。

質問：委員会で配布された資料を自らのホームページなどで利用しても

よいのか。

回答：原則公表であり、利用してもよい。ただし個人情報に関わる内容

が含まれる場合、事前に了承を得た上で傍聴者の方々に配布する

などの措置が必要。

質問：過去５年間の事故発生について推移を示して欲しい。減っている

と思う。

回答：参考資料 7 ページに推移が載っている。平成１５年以降最新の情

報がないか確認し、入手できれば提示する。

質問：参考資料中、事故発生状況の図が小さくて読みづらい。事故発生

抑制を検討する上で重要な情報。

回答：同資料については技術検討チームより次回わかりやすく説明する。

３）委員会運営の承認

・ 本日提案された方法に基づき、今後、コモンズが運営者として会議を進

めることについて全会一致で承認された。

５．その他

・ 第２回委員会は９月２日（金）午後２時～午後５時、徳島県教育会館　５

階小ホールにて行う。

以上

http://www.jyosanjimacb.v-or.jp/topics/4_uneunituite.pdf
http://www.jyosanjimacb.v-or.jp/topics/6_2kaiannai.pdf


作成：ＮＰＯ法人　コモンズ（委員会運営者）


